
安
倍
内
閣
が
何
が
何
で
も
可
決
を
狙

う
「
入
管
法
改
正
案
」
は
、
11

月
26
日

に
衆
議
院
で
強
行
採
決
さ
れ
、
法
案
は

参
議
院
に
送
ら
れ
ま
し
た
が
、
再
び
強

行
採
決
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
法
案
は
法
体
系
化
さ
れ
ず
、
内

閣
自
体
が
説
明
で
き
な
い
内
容
で
す
。

外
国
人
の
受
入
人
数
や
業
種
な
ど
の
重

要
な
点
が
法
案
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
内

閣
は
法
案
可
決
後
に
「
法
務
省
令
」
で

内
容
を
決
め
る
と
い
う
、
極
め
て
安
易

で
恣
意
的
に
運
用
で
き
る
法
案
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
外
国
人
労
働
力
を
人
手

不
足
の
産
業
へ
「
技
能
実
習
生
」
と
し

て
受
け
入
れ
ま
し
た
が
、
差
別
と
極
悪

な
労
働
条
件
の
現
実
の
反
省
も
根
本
的

対
策
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
は
「
ブ

ラ
ッ
ク
労
働
」
を
助
長
す
る
だ
け
で
す
。

ま
た
、
人
権
や
社
会
保
障
な
ど
の
担

保
は
あ
り
ま
せ
ん
。
問
題
山
積
の
「
入

管
法
改
定
案
」
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

７
月
の
通
常
国
会
で
継
続
審
議
と
な
っ

た
「
水
道
法
改
正
案
」
が
臨
時
国
会
に

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
法
案
は
「
水

道
管
の
老
朽
化
対
策
」
と
し
て
い
ま
す

が
、
実
は
民
間
水
道
事
業
者
に
水
道
の

運
営
権
を
任
せ
、
結
果
と
し
て
水
道
料

金
値
上
げ
に
つ
な
が
る
抜
け
穴
法
案
で

す
。こ

の
法
案
は
、
水
道
事
業
者
の
認
可

は
自
治
体
に
残
し
た
ま
ま
、
運
営
権
を

外
資
系
の
「
水
メ
ジ
ャ
ー
」
な
ど
、
民

間
業
者
に
売
却
し
ま
す
。
利
益
を
追
求

す
る
民
間
会
社
は
、
当
然
に
も
採
算
性

で
判
断
し
、
水
道
事
業
の
安
全
・
安
定

性
は
後
退
す
る
可
能
性
が
大
き
い
の
で

す
。例

え
ば
、
民
間
業
者
が
過
疎
地
や
手

間
が
か
か
る
、
老
朽
化
し
た
水
道
管
を

替
え
る
の
で
は
採
算
は
と
れ
ま
せ
ん
。

仮
に
こ
の
工
事
を
施
工
し
て
も
、
そ
の

費
用
は
水
道
料
金
に
上
乗
せ
さ
れ
る
の

は
必
至
で
す
。
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
監

視
）
」
も
、
自
治
体
で
は
な
く
「
第
三

者
機
関
」
に

〝
マ
ル
投
げ
″
で
す
。

海
外
の
水
道
の
「
民
営
化
」
は
、
ほ

と
ん
ど
が
水
道
料
金
の
大
幅
値
上
げ
、

サ
ー
ビ
ス
・
水
質
の
低
下
と
な
り
、
再

び
公
営
化
し
て
い
る
現
実
が
あ
り
ま
す
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
中
核
で
あ
る
「
い

の
ち
の
水
」
を
民
間
会
社
に
売
り
渡
し

は
許
せ
ま
せ
ん
。

安
倍
首
相
は
所
信
表
明
演
説
で
、

「
水
産
改
革
」
を
明
言
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
財
界
の
要
望
、
提
言
を
受
け
た
も

の
で
す
。
彼
は
、
こ
れ
ま
で
農
業
、
林

業
を
「
岩
盤
規
制
」
と
し
て
企
業
の
参

入
を
促
進
し
、
小
規
模
業
者
の
生
活
権

を
奪
っ
て
き
ま
し
た
。
今
度
は
漁
業
を

狙
い
撃
ち
し
、
漁
協
や
零
細
魚
業
者
な

ど
の
制
度
を
「
既
得
権
」
と
し
て
壊
し
、

企
業
参
入
の
道
を
開
く
た
め
で
す
。

法
案
は
漁
協
、
漁
場
、
地
域
経
済
の

解
体
を
促
進
す
る
た
め
、
各
地
の
漁
業

関
係
者
や
漁
協
か
ら
は
、
生
活
権
で
あ

る
「
海
を
企
業
に
売
り
渡
す
な
」
と
反

対
の
声
が
あ
が
っ
て

い
ま
す
。

国
会
会
期
延
長
と

３
法
案
に
反
対
し
ま

し
ょ
う
。
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2018年１２月号

2018年12月

委員長 岡﨑ひろみ

企
業
利
益
優
先

財
界
代
理
人
の

安
倍
内
閣

第
１
９
７
回
臨
時
国
会
は
12

月
10

日

に
会
期
末
を
む
か
え
ま
す
。
こ
の
国
会

に
安
倍
内
閣
が
提
出
し
た
問
題
点
だ
ら

け
の
法
律
案
が
３
本
あ
り
ま
す
。
ど
の

法
案
も
、
暮
ら
し
を
壊
し
、
企
業
利
益

の
た
め
の
法
案
で
否
決
す
べ
き
で
す
。

「
入
管
法
改
正
案
」

ブ
ラ
ッ
ク
労
働
の
助
長
法
案

「
水
道
法
改
正
案
」

公
的
水
道
を
民
間
事
業
に

「
漁
業
法
改
正
案
」

漁
業
へ
の
企
業
参
入
促
進



安
倍
首
相
と
自
公
両
党
が
猪
突
猛
進
で
２

０
１
５
年
９
月
に
強
行
採
決
し
た
「
安
全
保

障
関
連
法
」
は
、
他
国
へ
出
か
け
て
、
戦
争

が
で
き
る
日
本
へ
の
回
帰
の
法
律
で
し
た
。

立
憲
野
党
も
労
働
者
・
市
民
は
、
こ
の
法
案

を
「
戦
争
法
」
と
呼
び
反
対
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
安
倍
首
相
も
自
公
両
党
は
こ
れ
を

「
平
和
安
全
法
制
整
備
法
」
と
言
い
換
え
、

あ
た
か
も
平
和
の
た
め
の
法
律
か
の
よ
う
な

体
裁
を
つ
く
ろ
い
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
６
月
に
強
行
成
立
さ
せ
た

「
共
謀
罪
法
」
は
、
政
府
や
権
力
に
抵
抗
す

る
人
た
ち
の
運
動
を
抑
圧
す
る
こ
と
が
で
き

る
悪
法
で
す
。
数
人
で
政
治
の
批
判
や
行
動

の
相
談
を
し
、
実
行
は
し
な
く
て
も
準
備
す

る
だ
け
で
犯
罪
と
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
で
は
時

の
権
力
の
恣
意
的
な
弾
圧
が
可
能
で
あ
り
、

「
現
代
の
治
安
維
持
法
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

こ
の
本
質
を
隠
す
た
め
「
テ
ロ
等
準
備
罪
」

と
呼
称
し
、
国
民
の
賛
同
を
得
や
す
く
す
る

る
た
め
、
テ
ロ
対
策
の
法
律
の
よ
う
に
見
せ

か
け
た
の
で
す
。

12

月
中
旬
に
閣
議
決
定
す
る
「
防
衛
計
画

大
綱
で
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
搭
載
航
空
母
艦

「
い
ず
も
」
を
「
多
用
途
運
用
母
艦
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。
「
い
ず
も
」
は
、
米
国
制
の

「
Ｆ-

35
Ｂ
」
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
が
離
着
陸
す

る
た
め
に
甲
板
を
改
造
し
て
、
航
空
母
艦
に

す
る
計
画
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
政
府

は
空
母
は
憲
法
違
反
と
し
て
、
そ
の
保
有
は

認
め
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
安
倍
内

閣
は
、
空
母
と
呼
ば
ず
「
多
用
途
運
用
母
艦
」

と
す
り
替
え
呼
称
し
て
い
ま
す
。

南
ス
ー
ダ
ン
で
の
国
連
平
和
維
持
活
動

（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
に
参
加
し
た
自
衛
隊
が
、
２
０

１
６
年
７
月
に
作
っ
た
日
報
に
は
「
戦
闘
」

と
い
う
言
葉
が
多
用
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し

政
府
は
「
武
力
衝
突
」
と
言
い
換
え
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
４
月
に
政
府
は
、
武
器
輸
出

三
原
則
等
に
代
わ
る
新
た
な
原
則
と
し
て
、

防
衛
装
備
の
海
外
輸
出
を
「
防
衛
装
備
移
転

三
原
則
」
と
言
い
換
え
ま
し
た
。

ま
た
最
近
で
は
、
技
能
実
習
生
の
失
踪
原

因
は
過
酷
な
低
賃
金
が
原
因
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
法
務
大
臣
は
「
高
い
賃
金
を
求
め
て
」

と
国
会
答
弁
。
こ
れ
ら
の
表
現
は
本
質
を
す

り
替
え
る
欺
瞞
的
答
弁
で
す
。

ま
た
安
倍
首
相
は
言
葉
を
使
い
分
け
、
あ

る
時
は
「
自
民
党
総
裁
」
と
「
内
閣
総
理
大

臣
」
、
「
公
人
」
と
「
私
人
」
な
ど
、
自
ら

の
立
場
を
使
い
分
け
政
局
を
乗
り
切
っ
て
来

ま
し
た
。
こ
ん
な
ペ
テ
ン
的
政
治
手
法
は
許

せ
ま
せ
ん
。

(1988年１月18日第三種郵便物認可) 『 週 刊 新 社 会 』 号 外 ２０１８年１２月

安倍政権の常套手段は 詭弁とすり替え
き べ ん
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安
倍
政
権
は
来
年
11
月
で
在
職
歴
代
第
一
位
の
長
期
政
権
と
な
り
ま
す
。
不
遜
、
不
誠

実
で
お
ご
り
高
ぶ
る
安
倍
政
権
は
、
そ
れ
で
も
50
％
前
後
の
支
持
率
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

そ
の
秘
訣
の
一
つ
に
物
事
の
本
質
を
隠
ぺ
い
す
る
「
言
い
変
え
」
「
す
り
替
え
」
の

手
法
で
す
。
こ
れ
で
法
案
や
政
局
を
乗
り
切
っ
て
き
ま
し
た
。

「
戦
争
法
」
は

「
平
和
安
全
法
制
整
備
法
」

「
共
謀
罪
」
は

「
テ
ロ
等
準
備
罪
」

違
憲
の
「
空
母
い
ず
も
」
は

「
多
用
途
運
用
母
艦
」

■
自
衛
隊
派
遣
先
の
南
ス
ー
ダ
ン
の

「
戦
闘
」
は
「
武
力
衝
突
」

■
「
武
器
輸
出
」
は

「
防
衛
装
備
移
転
」

■
「
私
人
」
と
「
公
人
」
、

■
「
総
理
大
臣
」
と
「
自
民
党
総
裁
」

の
使
い
分
け
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